
Ａ環境面
・比較的身体の大きい子どもが多くスペース的
に広さを感じない。

Ｂ児童への支援内容
・外出が休校日や土曜日となっている。
・連絡ノートや送迎時に様子を伝えてくれてい
る。

Ｃ事業所からの情報発信
・連絡ノートや送迎時に活動内容や様子を報告
してくれている。

Ｄ非常対応
・いつもと様子が違うときなどは連絡をしてく
れている。
・家庭の都合によく合わせてくれている。

Ａ環境面
・支援スペースと静養室の活用。
・みんなで楽しく過ごすスペースと自分の
ペースでゆっくり過ごすスペースを使い分け
て
いる。
Ｂ児童への支援内容
・朝のミーティングだ共有している。
・平日はほぼ室内で過ごしている。
Ｃ関係機関との連携
・連絡会に参加し情報交換や支援相談員と密
に連絡をとっている。
Ｄ保護者への説明責任・信頼関係
・保護者への説明責任・信頼関係。連絡ノー
トや送迎時に日々の様子や予定を伝えている
Ｅ非常対応
・避難訓練は年１回実施している。
雪や台風などの急な休校などの対応を行って
いる。

職員による自己評価 保護者による評価

事業所自己評価シート　　　　　　　　 平成 30年度

【共通点】
・連絡ノートや送迎時に子どもの様子や活動内容を報告することで情報共有を行えている。
・それぞれの子どもに合った活動ができている。休校日は外出を子ども・ご家族ともに
　楽しみにされている。

【相違点】
・比較的身体の大きい子どもが多く、少し圧迫感を感じることがある。
・保護者会や交流会は現在ない。以前はあったが中心となってやってくれるご家族がいなく
　なってしまった。

事業所内での分析



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

分析・検討してみて…

・連絡ノート・メール・送迎時のご家族との
　コミュニケーション
・登校日はゆっくり過ごす。休校日は外出に
　外出に連れて行ってほしい保護者の要望に
　合っている。
・ひとりひとりに合った支援の展開

・支援スペースと静養室のより良い活用の
　検討。

・保護者会や交流会開催の検討。

事業所の強み 事業所の改善点

・支援スペースと静養室のレイアウト・ツール・置き場所などの変更。
・保護者会・交流会開催の検討。

事業所の改善への取り組み

～自己評価を行っての事業所としての感想など～
　今回の自己評価を行った事で、ご家族の要望と事業所の方針はほぼ一致していることが
　確認できました。今まで以上に子どもやご家族に寄り添う活動をしていきたいと思い
　ました。
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